
JP 2010-194259 A 2010.9.9

10

(57)【要約】
【課題】表示切替と走査断面切替とが連動可能な超音波
診断装置及びその制御プログラムを提供すること。
【解決手段】複数の超音波断面に関する複数の超音波画
像を取得し、各画像を画面の異なる領域に振り分けて表
示する場合において、走査断面の切替と表示画面の切替
とを連動させることで、操作者の作業負担を軽減させる
。例えば、バイプレーンプローブを用いて取得された縦
断面、横断面のそれぞれに対応する画像をデュアル表示
する場合において、二つの超音波振動子列のそれぞれの
識別情報と右画面、左画面を識別するための情報とが対
応付けられた連動情報を生成し、これに従って、リアル
タイム表示を行う画面の切替に連動させて駆動する超音
波振動子列を自動的に切り替える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に対して超音波走査断面を切替ながら超音波走査を実行し、各超音波走査断面毎
のエコー信号を取得するための超音波プローブと、
　前記エコー信号を用いて超音波画像を生成する画像生成手段と、
　前記各超音波走査断面に対応する複数の超音波画像のそれぞれを、画面上の複数の表示
領域に振り分けて表示する表示手段と、
　前記複数の超音波走査断面位置のそれぞれを識別するための第１の識別情報と、前記複
数の表示領域のそれぞれを識別するための第２の情報と、を有する連動情報を生成する連
動情報生成手段と、
　前記超音波走査を行う超音波走査断面の選択指示、又は前記超音波走査によって取得さ
れる超音波画像をリアルタイム表示する前記表示領域の選択指示を入力するための入力手
段と、
　前記超音波走査断面の選択指示が入力された場合には、前記連動情報に従って、当該選
択指示に従う前記超音波走査断面の切替に連動させてリアルタイム表示を行う前記表示領
域を切り替えるように、前記超音波プローブ及び前記表示手段を制御し、前記表示領域の
選択指示が入力された場合には、前記連動情報に従って、当該選択指示に従う前記表示領
域の切替に連動させて前記超音波走査断面を切り替えるように、前記超音波プローブ及び
前記表示手段を制御する制御手段と、
　を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記連動情報生成手段は、前記入力手段を介して新たな超音波走査断面の選択指示が入
力された場合には、当該新たな超音波走査断面を識別するための前記第１の識別情報と、
当該新たな超音波走査断面を表示する表示領域を識別するための第２の識別情報と、を有
する前記連動情報を新たに生成すること、を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記超音波プローブは、バイプレーンプローブであり、
　前記連動情報生成手段は、二つの超音波振動子列のそれぞれを識別するための情報を前
記第１の識別情報として前記連動情報を生成すること、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記超音波プローブは、マルチプレーンプローブであり、
　前記連動情報生成手段は、超音波振動子列の複数の回転角度のそれぞれを識別するため
の情報を前記第１の識別情報として前記連動情報を生成すること、
　を特徴とする請求項１又は２記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記超音波プローブは、メカニカル揺動プローブであり、
　前記連動情報生成手段は、超音波振動子列の複数の揺動角度のそれぞれを識別するため
の情報を前記第１の識別情報として前記連動情報を生成すること、
　を特徴とする請求項又は２記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記超音波プローブは、二次元アレイプローブであり、
　前記連動情報生成手段は、駆動する超音波振動子の複数の組み合わせのそれぞれを識別
するための情報を前記第１の識別情報として前記連動情報を生成すること、
　を特徴とする請求項１又は２記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　コンピュータに、
　被検体に対して超音波走査断面を切替ながら超音波走査を実行し、各超音波走査断面毎
のエコー信号を取得するための超音波プローブを用いて、前記超音波走査を実行させる超
音波走査機能と、
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　前記エコー信号を用いて超音波画像を生成させる画像生成機能と、
　前記各超音波走査断面に対応する複数の超音波画像のそれぞれを、画面上の複数の表示
領域に振り分けて表示させる表示機能と、
　前記複数の超音波走査断面位置のそれぞれを識別するための第１の識別情報と、前記複
数の表示領域のそれぞれを識別するための第２の情報と、を有する連動情報を生成させる
連動情報生成機能と、
　前記超音波走査を行う超音波走査断面の選択指示、又は前記超音波走査によって取得さ
れる超音波画像をリアルタイム表示する前記表示領域の選択指示を入力させるための入力
機能と、
　前記超音波走査断面の選択指示が入力された場合には、前記連動情報に従って、当該選
択指示に従う前記超音波走査断面の切替に連動させてリアルタイム表示を行う前記表示領
域を切り替えるように、前記超音波プローブ及び前記表示手段を制御し、前記表示領域の
選択指示が入力された場合には、前記連動情報に従って、当該選択指示に従う前記表示領
域の切替に連動させて前記超音波走査断面を切り替えるように制御させる制御機能と、
　を実現することを特徴とする超音波診断装置制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バイプレーンプローブ、マルチプレーンプローブ、メカニカル揺動プローブ
、二次元アレイプローブ等を用いて複数の超音波断面に関する複数の超音波画像を取得し
、各画像を画面の異なる領域に振り分けて表示可能な超音波診断装置、及びその制御プロ
グラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断は、超音波プローブを体表から当てるだけの簡単な操作で心臓の拍動や胎児
の動きの様子がリアルタイム表示で得られ、かつ安全性が高いため繰り返して検査を行う
ことができる。この他、システムの規模がＸ線、ＣＴ、ＭＲＩなど他の診断機器に比べて
小さく、ベッドサイドへ移動していっての検査も容易に行えるなど簡便な診断手法である
と言える。この超音波診断において用いられる超音波診断装置は、それが具備する機能の
種類によって様々に異なるが、小型なものは片手で持ち運べる程度のものが開発されてお
り、超音波診断はＸ線などのように被曝の影響がなく、産科や在宅医療等においても使用
することができる。
【０００３】
　この様な超音波診断において、バイプレーンプローブ、マルチプレーンプローブ、メカ
ニカル揺動プローブ、二次元アレイプローブ等を用いて複数の断面に関する超音波画像を
取得し、各画像を画面の異なる領域に振り分けて表示する場合がある。ここで、バイプレ
ーンプローブとは、２種類の振動子配列を用いて交差する２断面を超音波走査することに
より、当該交差する２断面に対応する二つの超音波画像を取得するためのものである。マ
ルチプレーンプローブは、モータ或いは手動で振動子を回転させて任意の角度における断
面を超音波走査し、各角度に対応する複数の超音波画像を取得するためのものである。メ
カニカル揺動プローブは、一次元に配列された超音波振動子列を当該配列方向に垂直な方
向に煽動させることで、複数の煽動角度（煽動位置）に対応する断面を超音波走査し、各
角度に対応する複数の超音波画像を取得するためのものである。二次元アレイプローブは
、二次元マトリックス状に配列された複数の超音波振動子を用いて、複数の任意断面を超
音波走査し、各角度に対応する複数の超音波画像を取得するためのものである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の超音波診断装置では、超音波走査によって取得される画像を表示する画面領域の
切替（画面の切替）と超音波走査を行う断面の切替（超音波走査断面の切替）とが別個の
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操作作業であるため、操作者の作業負担が大きい。
【０００５】
　例えば、バイプレーンプローブやマルチプレーンプローブを使用した経食道検査では、
モニターの左画面に横断面、右画面に縦断面を表示するのが一般的である。しかしながら
、従来の超音波診断装置では、例えば動作画面（リアルタイム表示する画面）を左画面と
して横断面画像を表示しているときに動作画面を右画面に切り替えた場合には、右画面に
横断面がそのまま表示されることになる。すなわち、図２０に示すように、画面の切替と
超音波走査断面の切替とは連動しておらず、操作者は動作画面を左画面から右画面に切り
替えた後、超音波走査断面を切替するためにプローブを操作しなければならない。さらに
、左側に横断面，右側に縦断面を表示した状態から表示を左側に切り替えると、表示され
る断面は縦断面のままであるため、横断面をスキャンするためにはプローブ、或いは操作
パネルのスイッチを操作してスキャン面を横断面に戻さなければならない。また、横断面
、縦断面に限らず、マルチプレーンプローブを用いて任意の複数断面の画像を収集する必
要がある場合であっても、図２１に示すように、超音波振動子列の回転操作と装置の表示
切り替え操作を別々に行う必要がある。
【０００６】
　メカニカル揺動プローブや二次元アレイプローブを用いて三次元スキャンした任意断面
の画像を複数並べて表示したあとで、特定の断面をＢモード画像で検査する場合、断面の
選択に合わせてスキャン位置を自動的に切り替えることはできない。
【０００７】
　本発明は、上記事情を鑑みてなされたもので、表示切替と走査断面切替とが連動可能な
超音波診断装置及びその制御プログラムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記目的を達成するため、次のような手段を講じている。
【０００９】
　請求項１に記載の発明は、被検体に対して超音波走査断面を切替ながら超音波走査を実
行し、各超音波走査断面毎のエコー信号を取得するための超音波プローブと、前記エコー
信号を用いて超音波画像を生成する画像生成手段と、前記各超音波走査断面に対応する複
数の超音波画像のそれぞれを、画面上の複数の表示領域に振り分けて表示する表示手段と
、前記複数の超音波走査断面位置のそれぞれを識別するための第１の識別情報と、前記複
数の表示領域のそれぞれを識別するための第２の情報と、を有する連動情報を生成する連
動情報生成手段と、前記超音波走査を行う超音波走査断面の選択指示、又は前記超音波走
査によって取得される超音波画像をリアルタイム表示する前記表示領域の選択指示を入力
するための入力手段と、前記超音波走査断面の選択指示が入力された場合には、前記連動
情報に従って、当該選択指示に従う前記超音波走査断面の切替に連動させてリアルタイム
表示を行う前記表示領域を切り替えるように、前記超音波プローブ及び前記表示手段を制
御し、前記表示領域の選択指示が入力された場合には、前記連動情報に従って、当該選択
指示に従う前記表示領域の切替に連動させて前記超音波走査断面を切り替えるように、前
記超音波プローブ及び前記表示手段を制御する制御手段と、を具備することを特徴とする
超音波診断装置である。
【００１０】
　請求項７に記載の発明は、コンピュータに、被検体に対して超音波走査断面を切替なが
ら超音波走査を実行し、各超音波走査断面毎のエコー信号を取得するための超音波プロー
ブを用いて、前記超音波走査を実行させる超音波走査機能と、前記エコー信号を用いて超
音波画像を生成させる画像生成機能と、前記各超音波走査断面に対応する複数の超音波画
像のそれぞれを、画面上の複数の表示領域に振り分けて表示させる表示機能と、前記複数
の超音波走査断面位置のそれぞれを識別するための第１の識別情報と、前記複数の表示領
域のそれぞれを識別するための第２の情報と、を有する連動情報を生成させる連動情報生
成機能と、前記超音波走査を行う超音波走査断面の選択指示、又は前記超音波走査によっ
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て取得される超音波画像をリアルタイム表示する前記表示領域の選択指示を入力させるた
めの入力機能と、前記超音波走査断面の選択指示が入力された場合には、前記連動情報に
従って、当該選択指示に従う前記超音波走査断面の切替に連動させてリアルタイム表示を
行う前記表示領域を切り替えるように、前記超音波プローブ及び前記表示手段を制御し、
前記表示領域の選択指示が入力された場合には、前記連動情報に従って、当該選択指示に
従う前記表示領域の切替に連動させて前記超音波走査断面を切り替えるように制御させる
制御機能と、を実現することを特徴とする超音波診断装置制御プログラムである。
【発明の効果】
【００１１】
　以上本発明によれば、表示切替と走査断面切替とが連動可能な超音波診断装置及びその
制御プログラムを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置の構成を示したブロック図である
。
【図２】図２は、バイプレーンプローブの外観図である。
【図３】図３は、第１の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動機能に従う処理
（走査断面切替・表示画面切替連動処理）の流れを示したフローチャートである。
【図４】図４は、第１の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理を説明する
ための図である。
【図５】図５は、第２の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示
したフローチャートである。
【図６】図６は、第２の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理を説明する
ための図である。
【図７】図７は、マルチプレーンプローブの外観図である。
【図８】図８は、第３の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示
したフローチャートである。
【図９】図９は、第４の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示
したフローチャートである。
【図１０】図１０は、第５の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れ
を示したフローチャートである。
【図１１】図１１は、第５の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理を説明
するための図である。
【図１２】図１２は、メカニカル揺動プローブの機能を説明するための図である。
【図１３】図１３は、第６の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れ
を示したフローチャートである。
【図１４】図１４は、第７の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れ
を示したフローチャートである。
【図１５】図１５は、第８の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れ
を示したフローチャートである。
【図１６】図１６は、二次元アレイプローブの構成を説明するための図である。
【図１７】図１７は、第９の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れ
を示したフローチャートである。
【図１８】図１８は、第１０の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流
れを示したフローチャートである。
【図１９】図１９は、第１１の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流
れを示したフローチャートである。
【図２０】図２０は、従来の超音波診断装置を説明するための図である。
【図２１】図２１は、従来の超音波診断装置を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１３】
　以下、本発明の第１実施形態乃至第１１実施形態を図面に従って説明する。なお、以下
の説明において、略同一の機能及び構成を有する構成要素については、同一符号を付し、
重複説明は必要な場合にのみ行う。
【００１４】
　（第１実施形態）
　図１は、本実施形態に係る超音波診断装置の構成を示したブロック図である。同図に示
すように、本超音波診断装置１１は、超音波プローブ１２、入力装置１３、モニター１４
、超音波送信ユニット２１、超音波受信ユニット２２、Ｂモード処理ユニット２３、ドプ
ラ処理ユニット２４、画像生成ユニット２５、画像メモリ２６、表示制御ユニット２７、
制御プロセッサ（ＣＰＵ）２８、内部記憶ユニット２９、インターフェースユニット３０
を具備している。以下、個々の構成要素の機能について説明する。
【００１５】
　超音波プローブ１２は、超音波送受信ユニット２１からの駆動信号に基づき超音波を発
生し、被検体からの反射波を電気信号に変換する複数の圧電振動子、当該圧電振動子に設
けられる整合層、当該圧電振動子から後方への超音波の伝播を抑制するバッキング材等を
有している。当該超音波プローブ１２から被検体Ｐに超音波が送信されると、当該送信超
音波は、体内組織の音響インピーダンスの不連続面で次々と反射され、エコー信号として
超音波プローブ１２に受信される。このエコー信号の振幅は、反射することになった反射
することになった不連続面における音響インピーダンスの差に依存する。また、送信され
た超音波パルスが、移動している血流や心臓壁等の表面で反射された場合のエコーは、ド
プラ効果により移動体の超音波送信方向の速度成分を依存して、周波数偏移を受ける。
【００１６】
　なお、本実施形態及び第２の実施形態における超音波プローブ１２は、図２に示すよう
なバイプレーンプローブ（２種類の振動子配列を用いて交差する２断面を超音波走査する
ことにより、当該交差する２断面に対応する二つの超音波画像を取得するためのプローブ
）であるとする。２種類の振動子配列のいずれを超音波走査に用いるかは、制御プロセッ
サ２８からの制御信号に従って切り替えられる。
【００１７】
　入力装置１３は、装置本体１１に接続され、オペレータからの各種指示、条件、関心領
域（ＲＯＩ）の設定指示、種々の画質条件設定指示、画面切替指示、超音波走査断面切替
指示等を装置本体１１にとりこむための各種スイッチ、ボタン、トラックボール、マウス
、キーボード等を有している。例えば、操作者が入力装置１３の終了ボタンやＦＲＥＥＺ
Ｅボタンを操作すると、超音波の送受信は終了し、当該超音波診断装置は一時停止状態と
なる。
【００１８】
　モニター１４は、スキャンコンバータ２５からのビデオ信号に基づいて、生体内の形態
学的情報（Ｂモード画像）、血流情報（平均速度画像、分散画像、パワー画像等）、これ
らの組み合わせを画像として表示する。
【００１９】
　超音波送信ユニット２１は、図示しないトリガ発生回路、遅延回路およびパルサ回路等
を有している。パルサ回路では、所定のレート周波数ｆｒ　Ｈｚ（周期；１／ｆｒ秒）で
、送信超音波を形成するためのレートパルスが繰り返し発生される。また、遅延回路では
、チャンネル毎に超音波をビーム状に集束し且つ送信指向性を決定するのに必要な遅延時
間が、各レートパルスに与えられる。トリガ発生回路は、このレートパルスに基づくタイ
ミングで、プローブ１２に駆動パルスを印加する。
【００２０】
　超音波受信ユニット２２は、図示していないアンプ回路、Ａ／Ｄ変換器、加算器等を有
している。アンプ回路では、プローブ１２を介して取り込まれたエコー信号をチャンネル
毎に増幅する。Ａ／Ｄ変換器では、増幅されたエコー信号に対し受信指向性を決定するの
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に必要な遅延時間を与え、その後加算器において加算処理を行う。この加算により、エコ
ー信号の受信指向性に応じた方向からの反射成分が強調され、受信指向性と送信指向性と
により超音波送受信の総合的なビームが形成される。
【００２１】
　Ｂモード処理ユニット２３は、受信ユニット２２からエコー信号を受け取り、対数増幅
、包絡線検波処理などを施し、信号強度が輝度の明るさで表現されるデータを生成する。
このデータは、画像生成ユニット２５に送信され、反射波の強度を輝度にて表したＢモー
ド画像としてモニター１４に表示される。
【００２２】
　ドプラ処理ユニット２４は、受信ユニット２２から受け取ったエコー信号から速度情報
を周波数解析し、ドプラ効果による血流や組織、造影剤エコー成分を抽出し、平均速度、
分散、パワー等の血流情報を多点について求める。
【００２３】
　画像生成ユニット２５は、一般的には、超音波スキャンの走査線信号列を、テレビなど
に代表される一般的なビデオフォーマットの走査線信号列に変換（スキャンコンバート）
し、表示画像としての超音波診断画像を生成する。
【００２４】
　画像メモリ（シネメモリ）２６は、例えばフリーズする直前の複数フレームに対応する
超音波画像を保存するメモリである。この画像メモリ２６に記憶されている画像を連続表
示（シネ表示）することで、超音波動画像を表示することも可能である。
【００２５】
　表示制御ユニット２７は、制御プロセッサ２８からの制御信号に従って、リアルタイム
表示する画面の切替等を実行する。
【００２６】
　制御プロセッサ２８は、情報処理装置（計算機）としての機能を持ち、本超音波診断装
置本体の動作を制御する。制御プロセッサ２８は、内部記憶ユニット２９から後述する走
査断面切替・表示画面切替連動機能を実現するための専用プログラム、所定の画像生成・
表示等を実行するための制御プログラムを読み出して自身が有するメモリ上に展開し、各
種処理に関する演算・制御等を実行する。
【００２７】
　内部記憶ユニット２９は、所定のスキャンシーケンス、後述する走査断面切替・表示画
面切替連動機能を実現するための専用プログラム、画像生成、表示処理を実行するための
制御プログラム、診断情報（患者ＩＤ、医師の所見等）、診断プロトコル、送受信条件、
ボディマーク生成プログラムその他のデータ群が保管されている。また、必要に応じて、
画像メモリ２６中の画像の保管などにも使用される。内部記憶部２９のデータは、インタ
ーフェースユニット３０を経由して外部周辺装置へ転送することも可能となっている。
【００２８】
　インターフェースユニット３０は、入力装置１３、ネットワーク、新たな外部記憶装置
（図示せず）に関するインターフェースである。当該装置によって得られた超音波画像等
のデータや解析結果等は、インターフェースユニット３０よって、ネットワークを介して
他の装置に転送可能である。
【００２９】
　（走査断面切替・表示画面切替連動機能）
　次に、本超音波診断装置１が有する、走査断面切替・表示画面切替連動機能について説
明する。この機能は、複数の超音波断面に関する複数の超音波画像を取得し、各画像を画
面の異なる領域に振り分けて表示する場合において、走査断面の切替と表示画面の切替と
を連動させることで、操作者の作業負担を軽減させるものである。
【００３０】
　図３は、走査断面切替・表示画面切替連動機能に従う処理（走査断面切替・表示画面切
替連動処理）の流れを示したフローチャートである。以下、同フローチャートに従って、
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走査断面切替・表示画面切替連動処理の内容について説明する。なお、以下においては、
説明を具体的にするため、バイプレーンプローブを用いて取得した横画像を向かってモニ
ター１４の左側（左画面）に、縦画像を向かってモニター１４の右側（右画面）にデュア
ル表示する場合を例とする。
【００３１】
　まず、入力装置１３を介して患者情報、送受信条件、連動情報等が入力されると、制御
プロセッサ２８は、各種情報を内部記憶装置２９に一次的に記憶する（ステップＳ１１）
。ここで、連動情報とは、走査断面切替と表示画面切替とを連動させる場合に用いる情報
であり、例えば各超音波振動子列を識別する情報をいずれかの画面を識別するための情報
に対応付けた情報である。例えば、横断面を走査するための超音波振動子列を識別する情
報をＡとし、左画面を識別するための情報をＬとした場合には、（Ａ－Ｌ）といった組み
合わせを意味する連動情報が生成されることになる。なお、本実施形態では、超音波画像
取得に先立って、操作者が入力装置１３を介して連動情報が入力する場合を例とした。し
かしながら、当該例に拘泥されず、例えば初期設定されている連動情報を利用するように
してもよい。
【００３２】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力された送受信条件に従って超音波プローブ１２の二
つの超音波振動子列の一方（例えば識別情報Ａに対応する超音波振動子列）を駆動し、被
検体心臓の横断面に対して超音波を送信しそのエコー信号を受信する超音波走査を繰り返
し実行する。当該超音波走査によって逐次受信されるエコー信号はＢモード処理ユニット
２３、画像生成ユニット２５等で所定の処理を受け、図４（ａ）に示すように、モニター
１４の左画面にリアルタイムで横断面画像が動画表示される（ステップＳ１２）。
【００３３】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力されるフリーズ操作に応答して横断面画像がフリー
ズ表示されるように表示制御ユニット２７を制御する（ステップＳ１３）。また、制御プ
ロセッサ２８は、入力装置１３から入力される画面切替指示（ここでは、左画面から右画
面への切替指示）に応答して、リアルタイム表示する画面が左画面から右画面に切り替わ
るように、表示制御ユニット２７を制御する（ステップＳ１４）。
【００３４】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される画面切替指示、或いはステ
ップＳ１４における画面切替処理をトリガとして（画面切替処理と連動させて）、連動情
報に基づいて駆動する超音波振動子列を一方から他方に切り替えることで、超音波走査断
面を心臓の横断面から縦断面に切り替える（ステップＳ１５）。すなわち、制御プロセッ
サ２８は、画面切替指示に従う切替先の画面と現在使用している超音波振動子列の識別情
報との組み合わせが連動情報と矛盾するか否かを判定する。制御プロセッサ２８は、矛盾
すると判定した場合には、現在使用している超音波振動子列を他方の超音波振動子列に切
り替える切替処理を実行する。なお、切替先の画面と現在使用している超音波振動子列の
識別情報との組み合わせと連動情報とが矛盾しないと判定された場合には、現在使用して
いる超音波振動子列を他方の超音波振動子列に切り替える切替処理は実行されない。
【００３５】
　次に、制御プロセッサ２８は、画面切替処理と連動して切替られた他方の超音波振動子
列を用いて超音波を送信しそのエコー信号を受信することで、縦断面を繰り返し超音波走
査し、心臓の縦断面に対応する超音波画像をモニター１４の右画面にリアルタイム表示す
る（ステップＳ１６）。従って、左画面から右画面へのリアルタイム表示の切替処理（ス
テップＳ１４の処理）以後は、図４（ｂ）に示すように、右画面には心臓の縦断面に対応
する超音波画像がリアルタイム動画として、左画面には心臓の横断面に対応する超音波画
像が静止画像（ステップＳ１３においてフリーズされた画像）として、それぞれ表示され
ることになる。
【００３６】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して右
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画面の縦断面画像をフリーズ表示すると共に（ステップＳ１７）、入力装置１３から入力
されるリアルタイム表示の切替指示に応答して、リアルタイム表示が右画面から左画面へ
切り替わるように表示制御ユニット２７を制御する（ステップＳ１８）。
【００３７】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される画面切替指示、或いはステ
ップＳ１８における画面切替処理と連動させて、連動情報に基づいて駆動する超音波振動
子列を切り替えることで、超音波走査断面を心臓の縦断面から横断面に切り替える（ステ
ップＳ１９）。
【００３８】
　次に、制御プロセッサ２８は、画面切替処理と連動して切替られた超音波振動子列を用
いて横断面を繰り返し超音波走査し、図４（ｃ）に示すように、モニター１４の右画面の
フリーズ表示を解除して新たに取得された横断面に対応する超音波画像をリアルタイムで
動画表示し、さらに心臓の縦断面に対応する超音波画像（ステップＳ１７においてフリー
ズされた画像）をフリーズ表示する（ステップＳ２０）。以降、リアルタイム表示する画
面の切替指示を入力する毎に、制御プロセッサ２８は、切替元の画面をフリーズ表示する
と共に切替先の画面でのフリーズ表示を解除し、また、これと連動して使用する超音波振
動子列を連動情報に従って切り替える。
【００３９】
　（効果）
　以上述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。
【００４０】
　本超音波診断装置によれば、バイプレーンプローブを用いて取得された縦断面、横断面
のそれぞれに対応する画像をデュアル表示する場合において、二つの超音波振動子列のそ
れぞれの識別情報と右画面、左画面を識別するための情報とが対応付けられた連動情報に
従って、リアルタイム表示を行う画面の切替に連動させて駆動する超音波振動子列を自動
的に切り替えることができる。従って、画像診断における操作者の作業負担を軽減するこ
とができる。また、従来に比して超音波走査断面を迅速に切り替えることができるため、
操作者が所望するタイミングで超音波画像を取得することができる。
【００４１】
　（第２実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。第１の実施形態では、バイプレーン
プローブを用いて取得された縦断面、横断面のそれぞれに対応する画像をデュアル表示す
る場合において、リアルタイム表示を行う画面の切替に連動させて、使用する超音波振動
子列を自動的に切り替える構成であった。これに対し、本実施形態係る超音波診断装置は
、同じくバイプレーンプローブを用いて取得された縦断面、横断面のそれぞれに対応する
画像をデュアル表示する場合において、超音波走査断面の切替（すなわち、駆動する超音
波振動子列の切替）に連動させてリアルタイム表示を行う画面を自動的に切り替える構成
を持つものである。
【００４２】
　図５は、第２の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示したフ
ローチャートである。同図に示すように、まず、連動情報等が入力され、内部記憶装置２
９に一次的に記憶されると（ステップＳ２１）、制御プロセッサ２８は、入力された送受
信条件に従って超音波プローブ１２の二つの超音波振動子列の一方を駆動し、被検体心臓
の横断面に対して超音波を送信しそのエコー信号を受信する超音波走査を繰り返し実行す
る。これにより、図６（ａ）に示すように、モニター１４の左画面に横断面画像がリアル
タイム表示される（ステップＳ２２）。
【００４３】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して超
音波画像をフリーズ表示し（ステップＳ２３）、入力装置１３から走査断面の切替指示（
ここでは、横断面から縦断面への切替指示）に応答して、駆動する超音波振動子列を二つ
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のうちの一方から他方に切り替え、超音波走査断面を心臓の横断面から縦断面に切り替え
る（ステップＳ２４）。
【００４４】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される超音波走査断面切替指示を
トリガとして（超音波走査断面切替処理と連動させて）、リアルタイム表示する画面が左
画面から右画面に切り替わるように、表示制御ユニット２７を制御する（ステップＳ２５
）。すなわち、制御プロセッサ２８は、超音波走査断面切替指示に従う切替先の超音波振
動子列の識別情報とリアルタイム表示に使用されている画面との組み合わせが連動情報と
矛盾するか否かを判定する。制御プロセッサ２８は、矛盾すると判定した場合には、リア
ルタイム表示に使用されている画面を他方の画面に切り替える切替処理を実行する。なお
、切替先の超音波振動子列の識別情報とリアルタイム表示に使用されている画面との組み
合わせと連動情報とが矛盾しないと判定された場合には、リアルタイム表示に使用してい
る画面を他方の画面に切り替える切替処理は実行されない。
【００４５】
　次に、制御プロセッサ２８は、切替られた他方の超音波振動子列を駆動して縦断面を繰
り返し超音波走査し、心臓の縦断面に対応する超音波画像（縦断面画像）を右画面にリア
ルタイム表示する（ステップＳ２６）。従って、超音波走査断面の切替処理（ステップＳ
２４の処理）以後は、図６（ｂ）に示すように、右画面には心臓の縦断面画像がリアルタ
イム表示され、左画面には心臓の横断面画像（ステップＳ２３においてフリーズされた画
像）がフリーズ表示される。
【００４６】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して右
画面の超音波画像をフリーズ表示すると共に（ステップＳ２７）、入力装置１３から入力
される超音波走査断面の切替指示（ここでは、縦断面から横断面への切替指示）に応答し
て、現在使用している超音波振動子列を他方の超音波振動子列に切り替える（ステップＳ
２８）。制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される超音波走査断面切替指示と
連動させて、連動情報に基づいてリアルタイム表示に使用する画面を右画面から左画面に
切り替える（ステップＳ２９）。
【００４７】
　次に、制御プロセッサ２８は、切替られた超音波振動子列を駆動して心臓の横断面を繰
り返し超音波走査し、図６（ｃ）に示すように、左画面のフリーズ表示を解除して新たに
取得された心臓の横断面超音波画像をリアルタイム表示すると共に、心臓の縦断面画像を
右画面にフリーズ表示する（ステップＳ３０）。以降、超音波走査断面の切替指示が入力
される毎に、制御プロセッサ２８は、連動情報に従って当該走査断面の切替指示に連動さ
せてリアルタイム表示する画面を切り替える。さらに、例えば任意のタイミングでリアル
タイム表示する画面の切替指示が入力された場合には、制御プロセッサ２８は、連動情報
に従って超音波走査断面を切り替える。
【００４８】
　以上述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。
【００４９】
　本超音波診断装置によれば、バイプレーンプローブを用いて取得された縦断面、横断面
のそれぞれに対応する画像をデュアル表示する場合において、超音波走査断面の切替指示
に連動させて、リアルタイム表示する画面を自動的に切り替えることができ、また、リア
ルタイム表示する画面に連動させて、超音波走査断面を自動的に切り替えることができる
。従って、画像診断における操作者の作業負担を軽減することができる。また、従来に比
してリアルタイム表示する画面を迅速に切り替えることができるため、操作者が所望する
タイミングで超音波画像を取得することができる。
【００５０】
　（第３実施形態）
　次に、本発明の第３の実施形態について説明する。第３の実施形態では、図７に示すよ
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うなマルチプレーンプローブ（モータで振動子を回転させて任意の角度における断面を超
音波走査し、各角度に対応する複数の超音波画像を取得するためのもの）を用いて収集さ
れる回転角度の異なる二つの超音波画像をデュアル表示（左右の２画面表示）する場合に
おいて、リアルタイム表示を行う画面の切替に連動させて超音波走査断面（すなわち、超
音波振動子列の回転角度）を自動的に切り替える構成を持つものである。
【００５１】
　図８は、第３の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示したフ
ローチャートである。同図に示すように、まず、入力装置１３を介して患者情報、送受信
条件等が入力されると、制御プロセッサ２８は、各種情報を内部記憶装置２９に一次的に
記憶する（ステップＳ３１）。次に、制御プロセッサ２８は、入力された送受信条件に従
って超音波プローブ１２の超音波振動子列を所定の回転角度に回転させて駆動し、被検体
心臓の横断面に対して超音波を送信しそのエコー信号を受信する超音波走査を繰り返し実
行する。これにより、モニター１４の左画面にリアルタイムで横断面画像が動画表示され
る（ステップＳ３２）。
【００５２】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して超
音波画像をフリーズ表示すると共に、現在の超音波振動子列の回転角度を第１回転角度と
し、これと左画面を識別するための情報とを対応付けた連動情報を生成して内部記憶装置
２９に記憶する（ステップＳ３３）。また、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入
力される画面切替指示に応答して、リアルタイム表示する画面が左画面から右画面に切り
替わるように、表示制御ユニット２７を制御する（ステップＳ３４）。
【００５３】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される画面切替指示、或いはステ
ップＳ３４における画面切替処理をトリガとして（画面切替処理と連動させて）、超音波
振動子列を他の所定の回転角度に回転させることで、超音波走査断面を心臓の横断面から
縦断面に切り替える（ステップＳ３５）。また、制御プロセッサ２８は、切替後の回転角
度における超音波振動子列を駆動して縦断面を繰り返し超音波走査し、心臓の縦断面に対
応する超音波画像をモニター１４の右画面にリアルタイムで動画表示する（ステップＳ３
６）。従って、左画面から右画面への切替処理（ステップＳ３４の処理）以後は、右画面
には心臓の縦断面に対応する超音波画像がリアルタイム動画として、左画面には心臓の横
断面に対応する超音波画像が静止画像（ステップＳ３３においてフリーズされた画像）と
して、それぞれ表示されることになる。ここで、超音波振動子列の回転角度を変更するこ
ともできる（ステップＳ３６－１）。
【００５４】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して右
画面の超音波画像をフリーズ表示すると共に、現在の超音波振動子列の回転角度を第２回
転角度とし、これと右画面を識別するための情報とを対応付けた連動情報を生成し、内部
記憶装置２９に記憶する（ステップＳ３７）。また、制御プロセッサ２８は、入力装置１
３から入力されるリアルタイム画面の切替指示に応答して、リアルタイム表示が右画面か
ら左画面に切り替わるように、表示制御ユニット２７を制御する（ステップＳ３８）。
【００５５】
　次に、制御プロセッサ２８は、リアルタイム表示する画面の画面切替処理と連動させて
、連動情報に従って超音波振動子列を第２回転角度から第１回転角度に切り替えることで
、超音波走査断面を心臓の縦断面から横断面に切り替える（ステップＳ３９）。
【００５６】
　次に、制御プロセッサ２８は、画面切替処理と連動して第１回転角度に切替られた超音
波振動子列を用いて超音波を送信しそのエコー信号を受信することで、横断面を繰り返し
超音波走査する。制御プロセッサ２８は、左画面において、フリーズ表示を解除すると共
に超音波走査によって逐次取得される心臓の横断面画像をリアルタイム表示し、また、右
画面において心臓の縦断面画像をフリーズ表示する（ステップＳ４０）。以降、リアルタ
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イム表示する画面の切替指示を入力する毎に、制御プロセッサ２８は、連動情報に従って
当該画面の切替指示に連動させて超音波走査断面を切り替える。
【００５７】
　以上述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。
【００５８】
　本超音波診断装置によれば、マルチプレーンプローブを用いて取得された縦断面、横断
面のそれぞれに対応する画像をデュアル表示する場合において、リアルタイム表示する画
面の切替指示に連動させて、超音波走査断面を自動的に切り替えることができる。従って
、画像診断における操作者の作業負担を軽減することができる。また、従来に比してリア
ルタイム表示する画面を迅速に切り替えることができるため、操作者が所望するタイミン
グで超音波画像を取得することができる。
【００５９】
　（第４実施形態）
　次に、本発明の第４の実施形態について説明する。第４の実施形態に係る超音波診断装
置は、マルチプレーンプローブを用いて収集された回転角度の異なる二つの超音波画像を
デュアル表示する場合において、超音波振動子列の回転角度の切替（超音波走査断面の切
替）に連動させてリアルタイム表示を行う画面を自動的に切り替える構成を持つものであ
る。
【００６０】
　図９は、第４の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示したフ
ローチャートである。同図に示すように、まず、入力装置１３を介して患者情報、送受信
条件等が入力されると、制御プロセッサ２８は、各種情報を内部記憶装置２９に一次的に
記憶する（ステップＳ４１）。次に、制御プロセッサ２８は、入力された送受信条件に従
って超音波プローブ１２の超音波振動子列を所定の回転角度に回転させた後駆動し、被検
体心臓の横断面を繰り返し超音波走査する。これにより、モニター１４の左画面にリアル
タイムで横断面画像が動画表示される（ステップＳ４２）。
【００６１】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して超
音波画像をフリーズ表示する共に、現在の超音波振動子列の回転角度を第１回転角度とし
、これと左画面を識別するための情報とを対応づける連動情報を生成し、内部記憶装置２
９に記憶する（ステップＳ４３）。また、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から超音
波振動子列の回転角度の切替指示に応答して、超音波振動子列を現在の回転角度から他の
所定の回転角度に切り替えることで、超音波走査断面を心臓の横断面から縦断面に切り替
える（ステップＳ４４）。
【００６２】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される超音波振動子列の回転角度
切替指示をトリガとして（超音波走査断面切替処理と連動させて）、リアルタイム表示す
る画面が左画面から右画面に切り替わるように、表示制御ユニット２７を制御する（ステ
ップＳ４５）。制御プロセッサ２８は、切替後の回転角度において超音波振動子列を駆動
して心臓の縦断面を繰り返し超音波走査する。また、制御プロセッサ２８は、心臓の縦断
面に対応する超音波画像をモニター１４の右画面にリアルタイムで動画表示する（ステッ
プＳ４６）。従って、左画面から右画面への切替処理（ステップＳ４５の処理）以後は、
右画面には心臓の縦断面に対応する超音波画像がリアルタイム動画として、左画面には心
臓の横断面に対応する超音波画像が静止画像として、それぞれ表示されることになる。
【００６３】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して右
画面の超音波画像をフリーズ表示すると共に、現在の超音波振動子列の回転角度を第２回
転角度とし、これと右画面を識別するための情報とを対応づける連動情報を生成し、内部
記憶装置２９に記憶する（ステップＳ４７）。また、制御プロセッサ２８は、入力装置１
３から入力される超音波走査断面の切替指示に応答して、超音波振動子列を第２回転角度
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から第１回転角度に切り替えることで、超音波走査断面を縦断面から横断面へ切り替える
（ステップＳ４８）。さらに、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される超音
波走査断面切替指示と連動させて、連動情報に基づいてリアルタイム表示に使用する画面
を右画面から左画面に切り替える（ステップＳ４９）。
【００６４】
　次に、制御プロセッサ２８は、第１回転角度に切替られた超音波振動子列を用いて超音
波を送信しそのエコー信号を受信することで、横断面を繰り返し超音波走査する。制御プ
ロセッサ２８は、左画面において、フリーズ表示を解除すると共に超音波走査によって逐
次取得される心臓の横断面画像をリアルタイム表示し、また、右画面において心臓の縦断
面画像をフリーズ表示する（ステップＳ５０）。以降、超音波走査断面の切替指示を入力
する毎に、制御プロセッサ２８は、連動情報に従って当該走査断面の切替指示に連動させ
てリアルタイム表示する画面を切り替える。さらに、例えば任意のタイミングでリアルタ
イム表示する画面の切替指示が入力された場合には、制御プロセッサ２８は、連動情報に
従って超音波走査断面を切り替える。
【００６５】
　以上述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。
【００６６】
　本超音波診断装置によれば、マルチプレーンプローブを用いて取得された縦断面、横断
面のそれぞれに対応する画像をデュアル表示する場合において、超音波走査断面の切替指
示に連動させて、リアルタイム表示する画面を自動的に切り替えることができ、また、リ
アルタイム表示する画面に連動させて、超音波走査断面を自動的に切り替えることができ
る。従って、画像診断における操作者の作業負担を軽減することができる。また、従来に
比してリアルタイム表示する画面を迅速に切り替えることができるため、操作者が所望す
るタイミングで超音波画像を取得することができる。
【００６７】
　（第５実施形態）
　次に、本発明の第５の実施形態について説明する。第５の実施形態に係る超音波診断装
置は、マルチプレーンプローブを用いて収集した回転角度の異なる複数の超音波画像をマ
ルチ表示（３画面以上での表示）する場合において、超音波振動子列の回転角度の切替と
３以上の画面間の切替とを連動させる構成を持つものである。
【００６８】
　図１０は、第５の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示した
フローチャートである。この処理の流れは、例えば図９のステップＳ４７から引き続いて
実行される。同図に示すように、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される超
音波走査断面の切替指示に応答して、超音波振動子列を第２回転角度から新たな任意回転
角度に切り替える（ステップＳ５０１）。
【００６９】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される回転角度の切替指示と連動
させて図１１（ａ）に示す状態から図１１（ｂ）に示すように新たな第３の画面（「断面
３」に対応）を開くと共に、リアルタイム表示する画面を右画面から第３の画面に切り替
え、当該第３の画面に現在収集している超音波画像をリアルタイム表示する（ステップＳ
５０３）。なお、このとき、右画面、左画面のそれぞれにおいては、各画面での直近のフ
リーズ操作時の超音波画像が静止画像として同時に表示されることになる。
【００７０】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して第
３の画面の超音波画像をフリーズ表示すると共に、現在の超音波振動子列の回転角度を第
３回転角度とし、これと第３の画面を識別するための情報とを対応づける連動情報を生成
し、内部記憶装置２９に記憶する（ステップＳ５０４）。
【００７１】
　以降、マルチプレーンプローブの振動子列の回転角度を切り替えるたびに、当該回転角
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度の切替に連動してリアルタイム表示する画面が切り替わる。また、リアルタイム表示す
る画面を切り替えた場合には、当該画面の切替に連動してマルチプレーンプローブの振動
子列の回転角度が切り替わる。
【００７２】
　さらに、超音波振動子列を第１、第２、第３の各回転角度以外の任意の回転角度に切り
替えた場合には、図１１（ｃ）、図１１（ｄ）に示すように、各回転角度に対応する画面
か新たに開かれ、切り替えに応じて各回転角度に対応する超音波画像がリアルタイム表示
されることになる。
【００７３】
　本超音波診断装置によれば、マルチプレーンプローブを用いて取得された各回転角度に
対応する画像をマルチ表示する場合において、超音波走査断面の切替指示に連動させて、
リアルタイム表示する画面を自動的に切り替えることができ、また、リアルタイム表示す
る画面に連動させて、超音波走査断面を自動的に切り替えることができる。従って、画像
診断における操作者の作業負担を軽減することができる。また、従来に比してリアルタイ
ム表示する画面を迅速に切り替えることができるため、操作者が所望するタイミングで超
音波画像を取得することができる。
【００７４】
　（第６実施形態）
　次に、本発明の第６の実施形態について説明する。第６の実施形態に係る超音波装置は
、図１２に示すメカニカル揺動プローブを用いて収集される揺動角度の異なる二つの任意
断面に対応する超音波画像をデュアル表示する場合において、リアルタイム表示を行う画
面切替に連動させて超音波走査断面（すなわち、超音波振動子列の揺動角度θ）を自動的
に切り替える構成を持つものである。
【００７５】
　図１３は、第６の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示した
フローチャートである。同図に示すように、まず、入力装置１３を介して患者情報、送受
信条件等が入力されると、制御プロセッサ２８は、各種情報を内部記憶装置２９に一次的
に記憶する（ステップＳ６１）。次に、制御プロセッサ２８は、超音波振動子列を揺動さ
せながら駆動し、胎児に対して揺動走査を繰り返し実行する。これにより、モニター１４
の左画面にリアルタイムで胎児の任意断面が動画表示される（ステップＳ６２）。
【００７６】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して超
音波画像をフリーズ表示すると共に、現在の超音波振動子列の揺動角度を第１揺動角度と
し、これと左画面を識別するための情報とを対応づける連動情報を生成し、内部記憶装置
２９に記憶する（ステップＳ６３）。また、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入
力される画面切替指示（ここでは、左画面から右画面への切替指示）に応答して、リアル
タイム表示する画面が左画面から右画面に切り替わるように、表示制御ユニット２７を制
御する（ステップＳ６４）。
【００７７】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される画面切替指示、或いはステ
ップＳ６４における画面切替処理をトリガとして（画面切替処理と連動させて）、超音波
振動子列を揺動させながら超音波を送受信する揺動走査を実行する（ステップＳ６５）。
また、制御プロセッサ２８は、画面切替処理と連動して再開された揺動走査によって得ら
れる胎児の任意断面に対応する超音波画像をモニター１４の右画面にリアルタイムで動画
表示する（ステップＳ６６）。従って、左画面から右画面への切替処理（ステップＳ６４
の処理）以後は、右画面には任意断面対応する超音波画像がリアルタイム動画として、左
画面には第１揺動角度に対応する超音波画像が静止画像（ステップＳ６３においてフリー
ズされた画像）として、それぞれ表示されることになる。
【００７８】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して右
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画面の超音波画像をフリーズ表示すると共に、現在の超音波振動子列の揺動角度を第２揺
動角度とし、これと右画面を識別するための情報とを対応づける連動情報を生成し内部記
憶装置２９に記憶する（ステップＳ６６）。また、制御プロセッサ２８は、入力装置１３
から入力されるリアルタイム画面の切替指示に応答して、リアルタイム表示が右画面から
左画面になるように表示制御ユニット２７を制御する（ステップＳ６７）。
【００７９】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される画面切替指示、或いはステ
ップＳ３８における画面切替処理と連動させて、連動情報に基づいて超音波振動子列の揺
動角度を第２揺動角度から第１揺動角度に切り替えることで、超音波走査断面を切り替え
る（ステップＳ６８）。
【００８０】
　次に、制御プロセッサ２８は、画面切替処理と連動して切替られた超音波振動子列を用
いて超音波を送信しそのエコー信号を受信することで、第１揺動角度に対応する横断面を
繰り返し超音波走査し、得られた超音波画像をモニター１４の左画面にリアルタイムで動
画表示し。また、第２揺動角度に対応する超音波画像を静止画像（ステップＳ６６におい
てフリーズされた画像）として、それぞれ表示する（ステップＳ６９）。以降、リアルタ
イム表示する画面の切替指示を入力する毎に、制御プロセッサ２８は、連動情報に従って
当該画面の切替指示に連動させて超音波走査断面を切り替える。
【００８１】
　以上述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。
【００８２】
　本超音波診断装置によれば、メカニカル揺動プローブを用いて取得される各揺動角度に
対応する画像をデュアル表示する場合において、リアルタイム表示する画面の切替指示に
連動させて、超音波走査断面を自動的に切り替えることができる。従って、画像診断にお
ける操作者の作業負担を軽減することができる。また、従来に比してリアルタイム表示す
る画面を迅速に切り替えることができるため、操作者が所望するタイミングで超音波画像
を取得することができる。
【００８３】
　（第７実施形態）
　次に、本発明の第７の実施形態について説明する。第７の実施形態に係る超音波装置は
、メカニカル揺動プローブを用いて収集される揺動角度の異なる二つの任意断面に対応す
る超音波画像をデュアル表示する場合において、超音波走査断面の切替（超音波振動子列
の揺動角度の切替）に連動させてリアルタイム表示を行う画面を自動的に切り替える構成
を持つものである。
【００８４】
　図１４は、第７の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示した
フローチャートである。同図に示すように、まず、入力装置１３を介して患者情報、送受
信条件等が入力されると、制御プロセッサ２８は、各種情報を内部記憶装置２９に一次的
に記憶する（ステップＳ７１）。次に、制御プロセッサ２８は、超音波振動子列を揺動さ
せながら駆動し、胎児に対して揺動走査を繰り返し実行する。これにより、モニター１４
の左画面にリアルタイムで胎児の任意断面が動画表示される（ステップＳ７２）。
【００８５】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して超
音波画像をフリーズ表示すると共に、現在の超音波振動子列の揺動角度を第１揺動角度と
し、これと左画面を識別するための情報とを対応づける連動情報を生成し、内部記憶装置
２９に記憶する（ステップＳ７３）。また、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入
力される超音波走査断面の切替替指示に応答して、超音波振動子列を揺動させながら超音
波を送受信する揺動走査を再開する（ステップＳ７４）。
【００８６】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される超音波走査断面の切替指示
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と連動させて、リアルタイム表示する画面が左画面から右画面に切り替わるように、表示
制御ユニット２７を制御する（ステップＳ７５）。制御プロセッサ２８は、再開された揺
動走査によって得られる胎児の任意断面に対応する超音波画像をモニター１４の右画面に
リアルタイムで動画表示する（ステップＳ７６）。従って、左画面から右画面への切替処
理（ステップＳ７５の処理）以後は、揺動走査によって得られる超音波画像がリアルタイ
ム動画として、左画面には第１揺動角度に対応する超音波画像が静止画像として、それぞ
れ表示されることになる。
【００８７】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して右
画面の超音波画像をフリーズ表示すると共に、フリーズ操作時の超音波振動子列の揺動回
転角度を第２揺動角度とし、これと右画面を識別するための情報とを対応づける連動情報
を生成し、内部記憶装置２９に記憶する（ステップＳ７７）。また、制御プロセッサ２８
は、入力装置１３から入力される超音波走査断面の切替指示に応答して、超音波振動子列
を第２揺動角度から第１揺動角度に切り替えることで、超音波走査断面を切り替える（ス
テップＳ７８）。さらに、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される超音波走
査断面切替指示と連動させて、連動情報に基づいてリアルタイム表示に使用する画面を右
画面から左画面に切り替える（ステップＳ７９）。
【００８８】
　次に、制御プロセッサ２８は、第１揺動角度に切替られた超音波振動子列を用いて繰り
返し超音波走査を実行し、左画面において、フリーズ表示を解除すると共に超音波走査に
よって逐次取得される任意断面の超音波画像をリアルタイム表示し、また、右画面におい
て心第２揺動角度に対応する超音波画像をフリーズ表示する（ステップＳ８０）。以降、
超音波走査断面の切替指示を入力する毎に、制御プロセッサ２８は、連動情報に従って当
該走査断面の切替指示に連動させてリアルタイム表示する画面を切り替える。さらに、例
えば任意のタイミングでリアルタイム表示する画面の切替指示が入力された場合には、制
御プロセッサ２８は、連動情報に従って超音波走査断面を切り替える。
【００８９】
　以上述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。
【００９０】
　本超音波診断装置によれば、メカニカル揺動プローブを用いて取得された異なる二つの
断面に対応する画像をデュアル表示する場合において、超音波走査断面の切替指示に連動
させて、リアルタイム表示する画面を自動的に切り替えることができ、また、リアルタイ
ム表示する画面に連動させて、超音波走査断面を自動的に切り替えることができる。従っ
て、画像診断における操作者の作業負担を軽減することができる。また、従来に比してリ
アルタイム表示する画面を迅速に切り替えることができるため、操作者が所望するタイミ
ングで超音波画像を取得することができる。
【００９１】
　（第８実施形態）
　次に、本発明の第８の実施形態について説明する。第８の実施形態に係る超音波診断装
置は、メカニカル揺動プローブを用いて収集した揺動角度の異なる複数の超音波画像をマ
ルチ表示する場合において、超音波振動子列の揺動角度の切替に連動させてリアルタイム
表示を行う画面を３以上の画面間で自動的に切り替える構成を持つものである。
【００９２】
　図１５は、第８の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示した
フローチャートである。この処理の流れは、例えば図１４のステップＳ７７から引き続い
て実行される。同図に示すように、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される
任意揺動角度への切替指示に応答して、揺動走査を再開する（ステップＳ８０１）。
【００９３】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される揺動角度の切替指示と連動
させて新たな第３の画面を開くと共に（ステップＳ８０２）、リアルタイム表示する画面
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を左画面から第３の画面に切り替え、当該第３の画面に揺動走査によって得られる超音波
画像をリアルタイム表示する（ステップＳ８０３）。なお、このとき、左画面、右画面の
それぞれにおいては、第１揺動角度、第２揺動角度の各超音波画像がフリーズ表示される
ことになる。
【００９４】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して第
３の画面の超音波画像をフリーズ表示すると共に、フリーズ操作時の超音波振動子列の揺
動角度を第３揺動角度とし、これと左画面を識別するための情報とを対応づける連動情報
を生成し、内部記憶装置２９として記憶する（ステップＳ８０４）。
【００９５】
　以降、超音波振動子列の揺動角度を切り替えるたびに、当該揺動角度の切替に連動して
リアルタイム表示する画面が切り替わる。また、リアルタイム表示する画面を切り替えた
場合には、当該画面の切替に連動してメカニカル揺動プローブの振動子列の揺動角度が切
り替わる。
【００９６】
　さらに、超音波振動子列を第１、第２、第３の揺動転角度以外の任意の回転角度に切り
替えた場合には、例えば図１１（ｃ）、図１１（ｄ）に示すように、各揺動角度に対応す
る画面か新たに開かれ、切り替えに応じて各揺動角度に対応する超音波画像がリアルタイ
ム表示されることになる。
【００９７】
　（第９実施形態）
　次に、本発明の第９の実施形態について説明する。第９の実施形態では、図１６に示す
ように超音波振動子１２０が二次元マトリックス状に配列された二次元アレイプローブを
用いて被検体の所定臓器を超音波走査し、得られる超音波画像を二つの異なる断面位置の
超音波画像をデュアル表示する場合において、リアルタイム表示を行う画面切替に連動さ
せて超音波走査断面（すなわち、駆動する超音波振動子群）を自動的に切り替える構成を
持つものである。
【００９８】
　図１７は、第９の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示した
フローチャートである。同図に示すように、まず、入力装置１３を介して患者情報、送受
信条件等が入力されると、制御プロセッサ２８は、各種情報を内部記憶装置２９に一次的
に記憶する（ステップＳ９１）。次に、制御プロセッサ２８は駆動する超音波振動子群を
所定の状態に切替え、被検体臓器の任意断面を繰り返し超音波走査する。これにより、モ
ニター１４の左画面にリアルタイムで被検体臓器の任意断面に対応する超音波画像が動画
表示される（ステップＳ９２）。
【００９９】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して超
音波画像をフリーズ表示すると共に、フリーズ操作時の超音波走査断面の位置を第１断面
位置とし、これを超音波走査する場合に駆動する超音波振動子群を識別するための情報と
左画面を識別するための情報とを対応づける連動情報を生成し、内部記憶装置２９に記憶
する（ステップＳ９３）。また、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される画
面切替指示（ここでは、左画面から右画面への切替指示）に応答して、リアルタイム表示
する画面が左画面から右画面に切り替わるように、表示制御ユニット２７を制御する（ス
テップＳ９４）。
【０１００】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される画面切替指示、或いはステ
ップＳ９４における画面切替処理をトリガとして（画面切替処理と連動させて）、再び駆
動する超音波振動子群を切替え、被検体臓器の任意断面を超音波走査する（ステップＳ９
５）。また、制御プロセッサ２８は、画面切替処理と連動して再開された任意断面の超音
波走査によって得られる臓器の任意断面に対応する超音波画像をモニター１４の右画面に
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リアルタイムで動画表示する（ステップＳ９６）。従って、左画面から右画面への切替処
理（ステップＳ９４の処理）以後は、右画面には任意断面対応する超音波画像がリアルタ
イム動画として、左画面には第１断面位置に対応する超音波画像が静止画像（ステップＳ
９３においてフリーズされた画像）として、それぞれ表示されることになる。
【０１０１】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して右
画面の超音波画像をフリーズ表示すると共に、フリーズ操作時の超音波走査断面位置を第
２断面位置とし、これを超音波走査する場合に駆動する超音波振動子群を識別するための
情報と右画面を識別するための情報とを対応づけた連動情報を生成し内部記憶装置２９に
記憶する（ステップＳ９６）。また、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力され
るリアルタイム画面の切替指示に応答して、リアルタイム表示が右画面から左画面になる
ように表示制御ユニット２７を制御する（ステップＳ９７）。
【０１０２】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される画面切替指示、或いはステ
ップＳ９８における画面切替処理と連動させて、連動情報に基づいて駆動する超音波振動
子群を切り替えることで、超音波走査断面を切り替える（ステップＳ９８）。
【０１０３】
　次に、制御プロセッサ２８は、画面切替処理と連動して切替られた超音波断面位置に対
応する超音波振動子群を用いて超音波を送信しそのエコー信号を受信することで、第１揺
断面位置に対応する超音波画像を取得しモニター１４の左画面にリアルタイムで動画表示
し、また、第２断面位置に対応する超音波画像を静止画像（ステップＳ９６においてフリ
ーズされた画像）として、それぞれ表示する（ステップＳ９９）。以降、リアルタイム表
示する画面の切替指示を入力する毎に、制御プロセッサ２８は、連動情報に従って当該画
面の切替指示に連動させて超音波走査断面を切り替える。
【０１０４】
　以上述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。
【０１０５】
　本超音波診断装置によれば、二次元アレイプローブを用いて取得される各超音波走査断
面に対応する画像をデュアル表示する場合において、リアルタイム表示する画面の切替指
示に連動させて、超音波走査断面を自動的に切り替えることができる。従って、画像診断
における操作者の作業負担を軽減することができる。また、従来に比してリアルタイム表
示する画面を迅速に切り替えることができるため、操作者が所望するタイミングで超音波
画像を取得することができる。
【０１０６】
　（第１０実施形態）
　次に、本発明の第１０の実施形態について説明する。第１０の実施形態では、二次元ア
レイプローブを用いて被検体の所定臓器を超音波走査し、得られる超音波画像を二つの異
なる断面位置の超音波画像をデュアル表示する場合において、超音波走査断面（すなわち
、駆動する超音波振動子群）切替に連動させてリアルタイム表示を行う画面を自動的に切
り替える構成を持つものである。
【０１０７】
　図１８は、第１０の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示し
たフローチャートである。同図に示すように、まず、入力装置１３を介して患者情報、送
受信条件等が入力されると、制御プロセッサ２８は、各種情報を内部記憶装置２９に一次
的に記憶する（ステップＳ１０１）。次に、制御プロセッサ２８は駆動する超音波振動子
群を切替え、被検体臓器の任意断面を繰り返し超音波走査する。これにより、モニター１
４の左画面にリアルタイムで被検体臓器の任意断面に対応する超音波画像が動画表示され
る（ステップＳ１０２）。
【０１０８】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して超
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音波画像をフリーズ表示すると共に、フリーズ操作時の超音波走査断面の位置を第１断面
位置とし、これを超音波走査する場合に駆動する超音波振動子群を識別するための情報と
左画面を識別するための情報とを対応づける連動情報を生成し、内部記憶装置２９に記憶
する（ステップＳ１０３）。また、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される
超音波走査断面の切替指示に応答して、再び駆動する超音波振動子群を切替え、被検体臓
器の任意断面を繰り返し超音波走査する（ステップＳ１０４）。
【０１０９】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される超音波走査断面の切替指示
と連動させて、リアルタイム表示する画面が左画面から右画面に切り替わるように、表示
制御ユニット２７を制御する（ステップＳ１０５）。制御プロセッサ２８は、再開された
任意断面の超音波走査によって得られ臓器の任意断面に対応する超音波画像をモニター１
４の右画面にリアルタイムで動画表示する（ステップＳ１０６）。従って、左画面から右
画面への切替処理（ステップＳ１０５の処理）以後は、任意断面の超音波走査によって得
られる超音波画像がリアルタイム動画として、左画面には第１断面位置に対応する超音波
画像が静止画像として、それぞれ表示されることになる。
【０１１０】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して右
画面の超音波画像をフリーズ表示すると共に、フリーズ操作時の超音波走査断面の位置を
第２断面位置とし、これを超音波走査する場合に駆動する超音波振動子群を識別するため
の情報と右画面を識別するための情報とを対応づける連動情報を生成し、内部記憶装置２
９に記憶する（ステップＳ１０７）。また、制御プロセッサ２８は、連動情報に従って駆
動する超音波振動子群を切り替えることで、超音波走査断面を切り替える（ステップＳ１
０８）。さらに、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力される超音波走査断面切
替指示と連動させて、連動情報に基づいてリアルタイム表示に使用する画面を右画面から
左画面に切り替える（ステップＳ１０９）。
【０１１１】
　次に、制御プロセッサ２８は、第１断面位置に対応する超音波振動子群を用いて繰り返
し超音波走査を実行し、左画面において、フリーズ表示を解除すると共に超音波走査によ
って逐次取得される第１断面位置に対応する超音波画像をリアルタイム表示し、また、右
画面において第２断面位置に対応する超音波画像をフリーズ表示する（ステップＳ１１０
）。以降、超音波走査断面の切替指示を入力する毎に、制御プロセッサ２８は、連動情報
に従って当該走査断面の切替指示に連動させてリアルタイム表示する画面を切り替える。
さらに、例えば任意のタイミングでリアルタイム表示する画面の切替指示が入力された場
合には、制御プロセッサ２８は、連動情報に従って超音波走査断面を切り替える。
【０１１２】
　以上述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。
【０１１３】
　本超音波診断装置によれば、二次元アレイプローブを用いて取得された異なる二つの断
面に対応する画像をデュアル表示する場合において、超音波走査断面の切替指示に連動さ
せて、リアルタイム表示する画面を自動的に切り替えることができ、また、リアルタイム
表示する画面に連動させて、超音波走査断面を自動的に切り替えることができる。従って
、画像診断における操作者の作業負担を軽減することができる。また、従来に比してリア
ルタイム表示する画面を迅速に切り替えることができるため、操作者が所望するタイミン
グで超音波画像を取得することができる。
【０１１４】
　（第１１実施形態）
　次に、本発明の第１１の実施形態について説明する。第１１の実施形態に係る超音波診
断装置は、二次元アレイプローブを用いて収集した位置の異なる複数の超音波走査断面に
対応する複数の超音波画像をマルチ表示する場合において、超音波走査断面位置の切替に
連動させてリアルタイム表示を行う画面を３以上の画面間で自動的に切り替える構成を持
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つものである。
【０１１５】
　図１９は、第１１の実施形態に係る走査断面切替・表示画面切替連動処理の流れを示し
たフローチャートである。この処理の流れは、例えば図１８のステップＳ１０７から引き
続いて実行される。同図に示すように、入力装置１３から入力される切替指示に応答して
、超音波走査断面を第２断面位置から他の断面位置に超音波走査断面を切り替える（ステ
ップＳ１１２）。
【０１１６】
　次に、制御プロセッサ２８は、超音波走査断面位置の切替指示に連動させて新たな第３
の画面を開くと共に（ステップＳ１１３）、リアルタイム表示する画面を右画面から第３
の画面に切り替え、当該第３の画面に切替後の新たな断面位置における超音波走査によっ
て得られる超音波画像をリアルタイム表示する（ステップＳ１１４）。なお、このとき、
左画面、右画面のそれぞれにおいては、第１断面位置、第２断面位置の各超音波画像がフ
リーズ表示されることになる。
【０１１７】
　次に、制御プロセッサ２８は、入力装置１３から入力されるフリーズ操作に応答して第
３の画面の超音波画像をフリーズ表示すると共に、フリーズ操作時の超音波走査断面位置
を第３断面位置とし、これと左画面を識別するための情報とを対応づける連動情報を生成
し、内部記憶装置２９として記憶する（ステップＳ１１４）。
【０１１８】
　以降、超音波走査断面の位置を切り替えるたびに、当該断面位置の切替に連動してリア
ルタイム表示する画面が切り替わる。また、リアルタイム表示する画面を切り替えた場合
には、当該画面の切替に連動して超音波走査断面位置が切り替わる。
【０１１９】
　さらに、超音波振動子列を第１、第２、第３の各断面位置以外の任意の断面位置に切り
替えた場合には、例えば図１１（ｃ）、図１１（ｄ）に示すように、各揺動角度に対応す
る画面か新たに開かれ、切り替えに応じて各断面位置に対応する超音波画像がリアルタイ
ム表示されることになる。
【０１２０】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。具体的な変形例としては、例え
ば次のようなものがある。
【０１２１】
　（１）本実施形態に係る各機能は、当該処理を実行するプログラムをワークステーショ
ン等のコンピュータにインストールし、これらをメモリ上で展開することによっても実現
することができる。このとき、コンピュータに当該手法を実行させることのできるプログ
ラムは、磁気ディスク（フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスクなど）、光デ
ィスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤなど）、半導体メモリなどの記録媒体に格納して頒布する
ことも可能である。
【０１２２】
　（２）上記各実施形態においては、リアルタイムする画面の切替、或いは超音波走査断
面の切替指示を入力装置１３から入力する構成とした。しかしながら、当該例に拘泥され
ず、操作性向上の観点から例えば超音波プローブに画面切替、超音波走査断面切替を指示
するスイッチを設け、当該スイッチから切替指示を入力するようにしてもよい。
【０１２３】
　また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々
の発明を形成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削
除してもよい。さらに、異なる実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１２４】
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　以上本発明によれば、表示切替と走査断面切替とが連動可能な超音波診断装置及びその
制御プログラムを実現することができる。
【符号の説明】
【０１２５】
１０…超音波診断装置、１２…超音波プローブ、１３…入力装置、１４…モニター、２１
…超音波送信ユニット、２２…超音波受信ユニット、２３…Ｂモード処理ユニット、２４
…ドプラ処理ユニット、２５…画像生成ユニット、２６…画像メモリ、２７…表示制御ユ
ニット、２８…制御プロセッサ、２９…内部記憶部、３０…インターフェースユニット、
３１…画像処理部

【図１】 【図２】
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要解决的问题：提供一种能够互锁显示切换和扫描横截面切换的超声诊
断设备及其控制程序。 解决方案：在获取与多个超声波横截面有关的多
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担。例如，在对应于通过使用双平面探头获得的纵向截面和横截面的图
像的双重显示的情况下，识别两个超声换能器行，右屏幕和左屏幕中的
每一个的识别信息。 ，并根据互锁信息自动切换超声波换能器阵列以与
屏幕切换一起驱动，以进行实时显示。 点域
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